
 

 

 

 

 

 

正直に生きること 

～「正しいことをしたい」という心を大切にして、自分の心にまっすぐ向き合う～ 

 

 7 月になりました。1 学期のまとめの月です。4 月、新しい学年になりやる気いっぱいでスタートし

て、3 か月が過ぎました。6 月には水泳の学習も始まり、自分の泳力を伸ばそうと学習に取り組んでい

ます。あと 1 か月で夏休みになります。7 月は 1 学期のまとめをしっかりしていきたいと思います。 

 さて、7 月の全校朝会で子どもたちに「正直」についてお話をしようと思っています。 
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〈福山市めざす子ども像〉 
福山に愛着と誇りをもち，変化の 
激しい社会をたくましく生きる子ども 
〈松永中学校区めざす子ども像〉 
自己を認識し，自分の人生を選択し， 
表現することができる力を身につけた子ども 

してはいけないことをしたとき、人は「正直に言おうとする心」と「正直に言えない心」が綱引き

をします。例えば昼休みに教室で友だちと鬼ごっこをして走り回っていて、教室に置いてある花瓶

をこわしてしまったとします。その時、友だちのひとりが「早く逃げよう」、もうひとりの友だちも

「だれも見ていないから、黙っていたら分からないよ」と言った時、自分はどうしますか？少し考

えてみてください。正直に先生に報告すれば、叱られるのは分かっています。しかも友だちは「黙っ

て逃げよう」と言っているのに、自分だけ「それはだめ、正直に先生へ言いに行こう」と言うのは、

本当に勇気がいることです。しかし、正直に本当のことを話さず、うそをつくと、そのうそを通すた

めにさらにうそをつかなければなりません。最初の段階で、叱られるのはいやだけど勇気を出して

正直に本当のことを話せば、悪いことをしたことに対する注意は受けますが、「本当に正直な子ども

たちだ」ということになり、最初の失敗によるマイナスポイントよりも、もっと大きなプラスポイ

ントにつながります。人はだれでも失敗をします。そして、自分にとって都合の悪いことはできる

だけ隠したいと思う心はだれにでもあります。皆さんには、うそをついてその場をごまかすのでは

なく、「失敗を正直に認める勇気」をもってほしいと思います。 

「正しいことをしたい」という心を大切にして、自分の心にまっすぐ向き合うこと、それが正直

に生きることです。「自分に都合が悪いから」「失敗を認めたくないから」「本当のことを言うのがこ

わいから」といって 素直になれなかったり、ごまかしたりすると心が暗くなります。正直に 生き

ることは、自分の心を明るくします。正直な人でいるための秘訣は何でしょうか。毎日使う言葉を

思い出してみましょう。自分の中にある正直な心を引き出していく言葉、例えば「ごめんなさい。」

「ありがとう。」「それは私です。」「それはだめだよ。」などです。柳津小学校の全員が正直な気持ち

で、みんなと楽しく生活していきましょう。               （文責 校長）                       



 

 

柳津小学校の児童の作文が、エフエムふくやまレディオＢＩＮＧＯの「月曜♪きらリズム」とい

う番組の「元気キッズ」というコーナーで１０時４８分頃、次のような予定で放送されます。学校

でがんばっていること、家庭での出来事など児童が書いた作文を、児童本人が読み上げたものが放

送されます。ぜひ、お聴きください。 

７月１日（月）２年 佐藤杏胡さん  ７月８日（月）３年 杉原千菜美さん 

７月１５日（月）４年 岡田美幸さん ７月２２日（月）５年 佐藤由奈さん 

７月２９日（月）６年 中岡咲空さん 

 

 

 

６月２２日（土）に広島市で「交通安全子供自転車広島県大

会」がありました。今年度の柳津小学校は６年生２人と５年生

３人のチームで、自転車の運転技術競技、交通安全に関する知

識テストなどに取り組みました。その結果、県で準優勝（第２

位）というすばらしい成績をあげることができました。放課後

の交通ルールの勉強や自転車の練習をがんばっている成果が出

せました。指導にあたってくださっている指導者の皆様、ありがとうございました。 

 

 

 

６月２１日（金）に福山西警察署、松永南交番の方の協力で

不審者に対応した避難訓練を実施しました。刃物を持って玄関

で騒ぐ不審者に対応する教職員の訓練、不審者侵入を知らせる

放送を受けて鍵をかけて教室で待機し、不審者が捕まってから

の体育館への避難訓練などに取り組みました。体育館では警察

の方から、不審者に出会った時の対応方法などを教えていただ

きました。自分の命を守る学習に真剣に取り組んでいました。 

 

 

 

いじめアンケートへのご協力、ありがとうございました。児童と保護者のアンケートをもとにし

て、担任が児童一人一人と面談を行いました。本人のアンケートに書いてあること、友だちのアン

ケートに書いてあったこと、担任の気になることなど、聞き取っていきました。いじめはもちろん、

いじめにつながる乱暴な言葉づかいなどもなくしていく学級づくりをこれからも進めていきます。

保護者の皆様には、今後も気になることは、いつでもご相談ください。 

交通少年団が広島県大会で２位の快挙 

避難訓練（不審者対応）をしました 

いじめアンケートについて 
 
 

エフエムふくやまで児童が作文発表 


